
平成22年8月期第2四半期連結累計期間連結業績予想数値の修正（平成21年9月1日～平成22年2月28日） 

平成22年8月期通期連結業績予想数値の修正（平成21年9月1日～平成22年8月31日） 

平成22年8月期第2四半期累計期間個別業績予想数値の修正（平成21年9月1日～平成22年2月28日) 

平成22年8月期通期個別業績予想数値の修正（平成21年9月1日～平成22年8月31日） 

修正の理由 

1 第２四半期連結累計期間連結業績予想及び累計期間個別業績予想修正の理由 
 当第1四半期連結会計期間におけるわが国経済は、雇用情勢の厳しさに加え個人消費の冷え込みが深刻化するなど、
引き続き厳しい環境であります。このような状況下において、当社及び当社グループの売上高は前年比減少しております。
また、当社は輸入取引に係る為替変動のリスクを軽減するため通貨・クーポンスワップ及び通貨オプションの「包括的長期
為替予約」を行っております。 
 当社が行っている「包括的長期為替予約」は実需に対応し、仕入コストの安定化のため実施しており、投機目的によるも
のではありませんが、ヘッジ会計の要件を満たしていないため、期末ごと時価評価した上で損益処理しております。本日付
の「平成22年８月期第１四半期会計期間末の「包括的長期為替予約」の評価損に関するお知らせ」のとおり当第１四半期
会計期間決算（連結・個別）に「包括的長期為替予約」の評価損127百万円を営業外費用（為替差損）に計上いたします。 
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業績予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績動向を踏まえ、平成21年10月14日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

記 

（金額の単位：百万円）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 1,530 115 104 55 43.28

今回発表予想(B) 1,377 81 △56 △57 △45.19

増減額(B-A) △153 △34 △160 △112

増減率(%) △10.0 △29.6 ― ―

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成21年8月期第2四半期）

1,400 32 △704 △225 △172.03

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 3,092 266 244 146 114.88

今回発表予想(B) 2,850 205 56 26 20.61

増減額(B-A) △242 △61 △188 △120

増減率(%) △7.8 △22.9 △77.0 △82.2

（ご参考）前期実績 
（平成21年8月期）

2,794 85 △563 △149 △114.66

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 1,191 129 115 68 153.45

今回発表予想(B) 1,096 116 △24 △25 △19.82

増減額(B-A) △95 △13 △139 △93

増減率(%) △8.0 △10.1 ― ―

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成21年8月期第2四半期）

1,128 102 △637 △201 △53.51

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 2,346 256 228 134 105.44

今回発表予想(B) 2,176 222 67 38 30.13

増減額(B-A) △170 △34 △161 △96

増減率(%) △7.2 △13.3 △70.6 △71.6

（ご参考）前期実績 
（平成21年8月期）

2,144 168 △484 △116 △89.43



 第２四半期会計期間末の為替レート（対ドル円、対ユーロ円）が第１四半期会計期間末の為替レートと同一と想定すると
第２四半期累計期間決算（連結・個別）においても「包括的長期為替予約」の評価損約127百万円を営業外費用（為替差
損）に計上することになりますので、売上高、営業利益、経常利益、四半期純利益とも前回予想を下回る見込みでありま
す。 
 
2 通期連結業績予想及び通期個別業績予想修正の理由  
 第２四半期連結累計期間連結業績予想及び累計期間個別業績予想修正の理由と同一であります。 
 当会計年度末の為替レート（対ドル円、対ユーロ円）が第１四半期会計期間末の為替レートと同一と想定すると当会計年
度決算（連結・個別）においても「包括的長期為替予約」の評価損約127百万円を営業外費用（為替差損）に計上することに
なりますので、売上高、営業利益、経常利益、当期純利益とも前回予想を下回る見込みであります。 
 
（注）上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の業績
は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

  
以 上


